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(57)【要約】
　システム１００は、超音波撮像シーケンス１１０のビ
ュー、及びこのビューと測定のサブセットとの間のマッ
ピング１５４に基づき、心エコー測定のリストから測定
のサブセット１５２を決定する心エコー測定ツール１５
０を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　超音波撮像シーケンスのビュー、及び前記ビューと測定のサブセットとの間のマッピン
グに基づき、心エコー測定のリストから測定のサブセットを決定する心エコー測定ツール
を有する、システム。
【請求項２】
　前記マッピングが、前記ビューから前記ビュー内の心臓の解剖学的構造の部分への第１
のサブマッピング、及び前記ビュー内の心臓の解剖学的構造の部分から前記測定のサブセ
ットへの第２のサブマッピングを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　選択可能なリストにおける前記決定された測定のサブセット及び前記超音波撮像シーケ
ンスの前記ビューを表示デバイスに表示するユーザインタフェースを更に含み、
　前記測定ツールが、入力に基づき、前記入力により示された前記測定の表示されたサブ
セットにおける選択された測定に従って前記ビュー内の心臓の態様を測定する、請求項１
に記載のシステム。
【請求項４】
　前記超音波撮像シーケンスの分析から前記ビューを決定するシーケンスタグ付けユニッ
トを更に含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記心エコー測定のリストが、ビュー及び測定の要素を含むルックアップテーブルとし
て格納される、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記測定のサブセットが、ユーザビリティ統計に基づき順序付けされる、請求項１に記
載のシステム。
【請求項７】
　前記第１のサブマッピングが、サブビューを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項８】
　前記測定ツールが、前記測定のサブセットの少なくとも１つの測定を選択し、前記超音
波撮像シーケンスのビューに自律的に適用する、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　方法において、
　超音波撮像シーケンスのビュー及び前記ビューと測定のサブセットとの間のマッピング
に基づき、心エコー検査測定のリストから測定のサブセットを決定するステップを有する
、方法。
【請求項１０】
　前記マッピングが、前記ビューから前記ビュー内の心臓の解剖学的構造の部分への第１
のサブマッピング、及び前記ビュー内の心臓の解剖学的構造の部分から前記測定のサブセ
ットへの第２のサブマッピングを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　選択可能なリストにおける前記決定された測定のサブセット及び前記超音波撮像シーケ
ンスの前記ビューを表示デバイスに表示するステップと、
　入力に基づき、前記入力により示された前記測定の表示されたサブセットにおける選択
された測定に従って前記ビュー内の心臓の態様を測定するステップとを更に含む、請求項
９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記超音波撮像シーケンスの分析から前記ビューを決定するステップを更に含む、請求
項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記心エコー測定のリストが、ビュー及び測定の要素を含むルックアップテーブルとし
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て格納される、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記測定の表示されるサブセットが、ユーザビリティ統計に基づき順序付けされる、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記測定のサブセットの少なくとも１つの測定を選択し、前記超音波撮像シーケンスの
ビューに自律的に適用するステップを更に含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　命令を搬送する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、超音波撮像
シーケンスのビュー及び前記ビューと測定のサブセットとの間のマッピングに基づき、心
エコー検査測定のリストから測定のサブセットを決定するよう１つ又は複数のプロセッサ
を制御する、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　前記１つ又は複数のプロセッサが更に、
　選択可能なリストにおける前記決定された測定のサブセット及び前記超音波撮像シーケ
ンスの前記ビューを表示デバイスに表示し、
　入力に基づき、前記入力により示された前記測定の表示されたサブセットにおける選択
された測定に従って前記ビュー内の心臓の態様を測定するよう制御される、請求項１６に
記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記１つ又は複数のプロセッサが更に、
　前記超音波撮像シーケンスの分析から前記ビューを決定するよう制御される、請求項１
６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記心エコー測定のリストが、ビュー及び測定の要素を含むルックアップテーブルとし
て格納される、請求項１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　前記１つ又は複数のプロセッサが更に、
　前記測定のサブセットの少なくとも１つの測定を選択し、前記超音波撮像シーケンスの
ビューに自律的に適用するよう制御される、請求項１６に記載の非一時的コンピュータ可
読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は一般に、超音波心エコー検査に関し、より詳細には心エコー検査測定に関する。
【背景技術】
【０００２】
　心エコー検査は、心臓病及び／又は心臓の状態を監視及び診断するために行われる。心
エコー検査を実行するシステムは通常、超音波（ＵＳ）波を使用して、機能している心臓
の撮像シーケンスを、プローブを用いて作成する。プローブは、超音波を発生させ、反射
された超音波を検出する。
【０００３】
　ＵＳ撮像シーケンスは、二次元（２Ｄ）画像、三次元（３Ｄ）画像、ドップラー撮像技
術、組み合わせなどを含むことができる。心エコー検査は、複数のシーケンスを含み得る
。各シーケンスは典型的には、一周期にわたる又はある位相における心臓の一部の画像で
ある。
【０００４】
　心臓に対するプローブの向きは、画像又はビューの内容を決定する。心臓に対するプロ
ーブの向きは、患者の皮膚におけるプローブの位置及び角度、並びに従って心臓に対する
波の方向及びビューに含まれる心臓の部分を含む。ビューは、サブビューを含むことがで



(4) JP 2020-508755 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

きる。これは、心臓の特定の解剖学的部分に焦点を合わせるプローブの位置及び／又は角
度における微調整である。
【０００５】
　心臓の解剖学的部分の態様を定量化するため、撮像シーケンスを使用して測定が行われ
る。長さ、幅、直径、面積、体積、組み合わせなどの関数といった測定値が定量化される
。測定は、シーケンスに表される心周期の特定の位相で行われることができる。測定され
た解剖学的部分は、心房、心室、血管、弁などの態様を含み得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　心エコー検査の態様を定量化するとき、医療従事者は、心エコー検査に関連する測定の
リストから測定を選択する。通常アルファベット順に並べられた測定のリストは、２００
以上の異なる測定を含むことができる。リストは、左心室のＬＶ、僧帽弁の値のＭＶなど
の略語を使用しても非常に大きくなる可能性がある。例えば、心エコー検査システムの表
示画面では、省略されたリストが画面の半分を占め、心エコー検査に関する情報の半分を
一時的に覆い隠すことがある。
【０００７】
　本書に記載される側面は、上述した課題その他を解決する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下は、心エコー検査測定のコンテキストベースのリストのためのシステム及び方法の
実施形態を説明する。コンテキストは、心エコー撮像シーケンスのビュー又はサブビュー
と、ビュー又はサブビュー間のマッピングと、ビュー又はサブビュー内に表示される解剖
学的構造と、表示される解剖学的構造に対応する心エコー検査測定とから決定される。い
くつかの実施形態では、マッピングはユーザビリティ統計による更なるコンテキストを含
む。いくつかの実施形態では、コンテキストに基づき自律測定が適用される。いくつかの
実施形態では、ビュー又はサブビューは心エコー検査撮像シーケンスの分析から決定され
る。
【０００９】
　一態様において、システムは、超音波撮像シーケンスのビュー、及び上記ビューと測定
のサブセットとの間のマッピングに基づき、心エコー測定のリストから測定のサブセット
を決定する心エコー測定ツールを含む。
【００１０】
　別の態様において、方法は、超音波撮像シーケンスのビュー及び上記ビューと測定のサ
ブセットとの間のマッピングに基づき、心エコー検査測定のリストから測定のサブセット
を決定するステップを含む。
【００１１】
　別の態様において、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が命令を搬送し、この命令が、
１つ又は複数のプロセッサが、超音波撮像シーケンスのビュー及び上記ビューと測定のサ
ブセットとの間のマッピングに基づき、心エコー検査測定のリストから測定のサブセット
を決定するよう制御する。
【００１２】
　本発明のこれらの及び他の態様が、以下に説明される実施形態より明らとなり、これら
の実施形態を参照して説明されることになる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】心エコー検査シーケンスのコンテキスト選択測定のためのシステムの実施形態を
概略的に示す図である。
【図２】コンテキストベースの測定ビューを備える表示された心エコー検査シーケンスの
一例を示す図である。
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【図３】心エコー検査測定のコンテキストベースのビューの方法の一実施形態のフローチ
ャートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は、様々な要素及び要素の配列の形式並びに様々なステップ及びステップの配列
の形式を取ることができる。図面は、好ましい実施形態を説明するためだけにあり、本発
明を限定するものとして解釈されるべきものではない。
【００１５】
　図１を参照すると、心エコー検査超音波シーケンス１１０のコンテキスト選択測定のた
めのシステム１００の実施形態が示される。超音波（ＵＳ）撮像スキャナ１２０は、プロ
ーブ１２２を用いて対象を走査し、シーケンス１１０を生成する。シーケンス１１０は、
対象の心臓に対するプローブ１２２の動作により決定されたビューから生成された超音波
画像である。ビューは、シーケンス１１０に存在する心臓の解剖学的部分を決定する。
【００１６】
　ビューは、単一のデータ要素として表されることも、サブビューを含み結合データ要素
として表されることもできる。サブビューは、異なるレベルＮ＞１でネストされることが
できる。例えば、ビューＰＬＡＸの第１のサブビュー１は、サブビューＡ及びＢを含み、
これは、ＰＬＡＸ、ＰＬＡＸ１、ＰＬＡＸ１Ａ、及びＰＬＡＸ１Ｂのビューを識別する。
中間のネストされたレベルとしてのＰＬＡＸ１は、省略されることができる。ビューは、
テキストによる説明、参照番号、又はそれらの組み合わせにより表されることができる。
例えば、ビューは、傍長軸（ＰＬＡＸ）、傍短軸（ＰＳＡＸ）、頂端４室（ＡＰ４）、頂
端５室（ＡＰ５）、頂端２室（ＡＰ２）、頂端３室（ＡＰ３）、副肋骨（ＳＣ）、及び上
胸骨切痕（ＳＳＮ）などのテキストによる説明又は略語で表されることができる。別の例
では、ＰＬＡＸ３は、サブビューを含むテキスト表現及び数値表現の組み合わせを表す。
【００１７】
　シーケンスタグ付けユニット１３０は、シーケンス１１０の分析からビューを決定する
。分析は、画素データと参照画像とのパターンマッチングを含むことができる。分析は、
解剖学的特徴のセグメント化及び解剖学的モデルとの比較を含み得る。いくつかの実施形
態では、タグ付けは、コンソール又はコンピューティングデバイス１４０を介して、ビュ
ーの入力、ビューの選択、ビューの表示及びビューの修正、それらの組み合わせなどを含
むことができる。
【００１８】
　コンピューティングデバイス１４０又はコンソールは、ＵＳ撮像スキャナ１２０の一部
であり得るか、これと組み合わせられ得るか、又はこれから分離され得る。コンピューテ
ィングデバイス１４０は、デジタルプロセッサ、マイクロプロセッサ、電子プロセッサ、
光プロセッサ、マルチプロセッサ、ピアツーピアプロセッサ又は協調動作プロセッサを含
むプロセッサの分散、プロセッサのクライアント－サーバ配置などの１つ又は複数のプロ
セッサ１４２を含む。構成は、ネットワーク１４４を含むことができる。これは、バス構
造又は他の内部若しくはローカル通信構造、無線又は有線通信、公衆又は私設ネットワー
ク通信、セルラ又はデータ通信、それらの組み合わせなどを含むことができる。コンピュ
ーティングデバイス１４０は、ラップトップコンピュータ、デスククトップコンピュータ
、タブレット、スマートフォン、身体装着型デバイスなどとして構成されることができる
。
【００１９】
　心エコー測定ツール１５０は、シーケンス１１０のビューに基づき、心エコー測定のリ
ストから測定のサブセット１５２を決定し、ビューと測定のサブセット１５２との間のマ
ッピング１５４を決定する。例えばＰＬＡＸ３ビューでは、左室駆出率（ＬＶＥＦ）など
の測定がサブセット１５２に含まれ、下大静脈の直径（ＩＶＣ　Ｄｉａｍ）などの測定が
サブセット１５２から除外される。つまり、ＰＬＡＸ３ビューはＬＶＥＦにマッピングさ
れ、ＩＶＣ　Ｄｉａｍにはマッピングされない。ＰＬＡＸ３ビューは、ＬＶＥＦを計算す
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るのに十分な左心室の解剖学的部分を含む。ＰＬＡＸ３は、ＩＶＣ　Ｄｉａを計算するの
に十分な下大静脈の解剖学的部分を除外し、及び従って、ＩＶＣ　ＤｉａｍはＰＬＡＸ３
ビューに基づきマッピングされない。マッピングは、ビュー内に存在する解剖学的構造、
及び測定が実行される解剖学的構造に基づき決定される。
【００２０】
　心エコー検査測定のマッピング１５４は、ビュー及び測定のデータ要素を備えるルック
アップテーブルとして表現及び格納されることができる。例えば、テーブルは行を含むこ
とができ、各行はビューによる測定を表す。ビューは複数の測定を含むことができる。デ
ータ要素又は列は、ビュー及びこれに対応する測定を含む。テーブルは、測定が適用され
るビューによる解剖学的部分、プログラムによるアクセスのための特定の測定へのリンク
など、マッピングの他の要素を含むことができる。
【００２１】
　ユーザインタフェース１６０は、シーケンス１１０、及びメニューの中、ドロップダウ
ンボックスの中、ピックリストの中などの選択可能なリストにおける決定された測定のサ
ブセット１５２を表示デバイス１６２に表示する。いくつかの実施形態において、サブセ
ット１５２は、全ての可能な測定の上にサブセット１５２を示す心エコー検査測定の全リ
ストの最上部に表示される。いくつかの実施形態において、心エコー検査測定の全リスト
（サブセット１５２を除く）における残りの測定は、サブメニュー又は拡張ボックスに示
される。即ち、サブメニュー又は拡張ボックスを通してリスト全体がアクセスされること
ができる。サブメニュー又は拡張ボックスは、呼び出されるまで残りの測定を表示せず、
これは、場合によっては表示の一部を邪魔しない。いくつかの実施形態では、サブセット
１５２内の個々の測定はアクティブとして示され、サブセット１５２に含まれないものは
グレー表示及び選択不可能などの非アクティブとして示される。いくつかの例では、表示
された測定のサブセットは、表示される測定の数を著しく短縮し、これは、ディスプレイ
１６２のより少ない部分をカバーし、医療従事者が測定を選択するために検索する測定の
数を減らす。表示デバイス１６２は、コンピュータディスプレイ、スマートフォンディス
プレイ、プロジェクタ、身体装着型ディスプレイなどにより適切に具現化される。
【００２２】
　キーボード、マウス、マイクロフォンなどの入力デバイス１３２は、表示されたサブセ
ット１５２内の測定を示す入力などの選択された測定を示す入力を送信する。測定ツール
１５０は、入力に基づき、選択された測定に従って、ビュー内の心臓の態様を測定する。
例えば、マウスクリックが左心室駆出率を選択することに基づき、測定ツールは、シーケ
ンス１１０に従って左心室駆出率を測定する。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、測定ツール１５０は、ユーザインタフェース１６０による表
示の前に、測定のサブセット１５２から測定を自律的に選択してタグ付きビューに適用す
る。サブセット１５２からの測定は、医療従事者による使用頻度、一群の施術者による使
用頻度、心エコー検査使用率、シーケンス使用率、使用の閾値数などのサイトポリシー又
はユーザビリティ統計に基づき自律的に選択されることができる。例えば、シーケンス１
１０を表示する前に、高頻度で適用される測定が選択され、測定ツール１５０により適用
されることができる。測定は、シーケンス１１０の最初の表示に含められることができ、
又はリストから測定を選択するための入力なしに表示に追加されることができる。いくつ
かの実施形態では、自律的に選択され及び適用された測定は、表示されたサブセット内の
アイコン又は他の記号で示される。
【００２４】
　コンピュータデバイス１４０は、プロセッサ１４２及びメモリ１６４を含む。マッピン
グ１５４は、プロセッサ１４２によりアクセスされるローカルディスク、クラウドストレ
ージ、サーバストレージ、リモートストレージなどの電子記憶媒体により適切に実現され
る。電子記憶媒体は、システムファイル構造、リレーショナル及び／又はオブジェクト指
向データベースシステム構造、データ構造などを含むことができる。
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【００２５】
　シーケンスタグ付けユニット１３０、測定ツール１５０、及びユーザインタフェース１
６０は、プロセッサ１４２により適切に具現化され、これは、シーケンス１１０を受け取
り、ビューを決定し、サブセット１５２を生成し、シーケンス１１０及びサブセット１５
２を表示し、選択を受け取り、選択に基づき測定を実行するよう構成される。
【００２６】
　プロセッサ１４２は、コンピュータ可読記憶媒体１６４に格納される少なくとも１つの
コンピュータ可読命令を実行する。記憶媒体は例えば、光ディスク、磁気ディスク、プロ
セッサを備えるコンピューティングデバイスの半導体メモリなどである。これは、一時的
な媒体を除外し、開示された技術を実行するための物理メモリ及び／又は他の非一時的な
媒体を含む。構成されたプロセッサはまた、搬送波、信号又は他の一時的媒体により運ば
れる１つ又は複数のコンピュータ可読命令を実行することができる。図に示される要素間
の線は、通信パスを表す。
【００２７】
　図２を参照すると、心エコー測定のリストのサブセット１５２である測定のコンテキス
トベースのビューを備える表示された心エコーシーケンス１１０の例が示される。コンテ
キストは、ＰＬＡＸなどのシーケンス１１０の決定されたビューに基づかれる。決定され
たビューはサブビューを含むことができる。即ち、決定されたビューは、さまざまなレベ
ルの粒度で特定されることができる。例えば、ビューはＰＬＡＸ、ＰＬＡＸ１、又はＰＬ
ＡＸ１Ａであり得、ここでＰＬＡＸ１はＰＬＡＸのサブビューであり、ＰＬＡＸ１ＡはＰ
ＬＡＸ１のサブビューである。ＰＬＡＸ１はＰＬＡＸを更に精緻化又は描写し、ＰＬＡＸ
１ＡはＰＬＡＸ１を更に精緻化又は描写する。各精緻化又は描写は、ビュー内に存在する
解剖学的構造を対応して精緻化又は描写することができる。
【００２８】
　ビュー２００、解剖学的構造２１０、ユーザビリティ統計２３０、又はそれらの組み合
わせなどのデータ要素の値は、表示されたサブセット１５２に含められることができる。
いくつかの実施形態では、ビュー２００、解剖学的構造２１０、及びユーザビリティ統計
２３０の値はディスプレイから省略される。測定データ要素２２０の値又はその表現は、
ＬＶＥＦ、ＩＶＣ　Ｄｉａｍなどのようにディスプレイに含まれる。測定データ要素２２
０の表現は、略語、アイコン、又は他の指標を含み得る。
【００２９】
　サブセット１５２に関する測定データ要素２２０の値又はインスタンスは、選択可能リ
ストに表示される。データ要素は、解剖学的構造２１０の値にマッピングされるビュー／
サブビュー２００の値間の関係を示し、解剖学的構造２１０の値はサブセット１５２に含
まれる測定にマッピングされる。解剖学的構造の値は、左心室、左心房、大動脈、僧帽弁
、大動脈弁、サブ解剖学的部分、又はそれぞれの組み合わせといった心臓の解剖学的構造
の部分である。いくつかの実施形態では、心臓の解剖学的構造は、左心室拡張末期などの
位相を含むことができる。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、サブセット１５２は、ユーザビリティ統計２３０、又はユー
ザビリティ統計２３０と解剖学的構造２１０との組み合わせに基づき順序付けされる。例
えば、使用頻度が最も高い測定が最初に表示される。別の例では、測定は、解剖学的構造
２１０で順序付けされる。例えば、左心室の解剖学的構造からマッピングされた測定が、
頻度により順序付けられ一緒にグループ化され、右心室の測定が、頻度により順序付けら
れ一緒にグループ化される。いくつかの場合、コンテキストはビューに基づかれ、いくつ
かの場合、コンテキストはビュー及びユーザビリティ統計の組み合わせに基づかれる。
【００３１】
　図３を参照すると、心エコー検査測定のコンテキストベースのビューの方法の実施形態
がフローチャートで示される。
【００３２】
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　ステップ３００において、心エコー検査シーケンス１１０が受信される。心エコー検査
シーケンス１１０は、ＵＳ撮像スキャナ１２０から直接、又はコンピュータのメモリ若し
くは記憶装置から受信されることができる。
【００３３】
　ステップ３１０において、シーケンス１１０のビューが決定される。決定されたビュー
はサブビューを含むことができる。いくつかの実施形態では、ビューは超音波画像データ
の分析により決定される。分析は、画素データと参照画像とのパターンマッチングを含む
ことができる。分析は、解剖学的特徴のセグメント化及び解剖学的モデルとの比較を含み
得る。いくつかの実施形態では、ビューは手動によるレビュー及び／又は入力により決定
される。
【００３４】
　ステップ３２０において、ビュー及びビューとサブセット１５２との間のマッピング１
５４に基づき、心エコー検査測定のリストから測定のサブセット１５２が決定される。マ
ッピング１５４は、ビューからビュー内の心臓の解剖学的構造の部分への第１のサブマッ
ピング、及びビュー内の心臓の解剖学的構造の部分から測定のサブセット１５２への第２
のサブマッピングを含む。ルックアップテーブルは、ビューと測定の間のマッピングを格
納することができる。ルックアップテーブルは、ビュー及びマッピングされた測定のデー
タ要素を含む。ルックアップテーブルは、ユーザビリティ統計２３０を含むことができる
。ユーザビリティ統計は、システム、組織、サイト、ユーザ、又はそれらの組み合わせに
基づかれることができる。例えば、ＰＬＡＸビューでは、使用状況が追跡されることがで
きる。例えば、ＰＬＡＸビューで測定されるＬＶＥＦの総数又はパーセンテージ頻度、現
在のユーザによりＰＬＡＸビューで測定されるＬＶＥＦの総数又はパーセンテージ頻度な
どである。
【００３５】
　ステップ３３０において、選択可能なリスト内の測定の決定されたサブセット１５２及
び超音波撮像シーケンスのビューが表示デバイス１６２に表示される。表示されたサブセ
ット１５２は、ユーザビリティ統計に基づき順序付けされることができる。例えば、測定
の決定されたサブセット１５２は、表示されたサブセット１５２における使用の総数又は
パーセンテージ頻度に対して順序付けされることができる。
【００３６】
　ステップ３４０において、入力デバイス１３２からの入力に基づき、ビュー内の心臓の
一態様が、表示された測定のサブセット内の選択された測定に従って測定される。例えば
、ユーザが、マウスクリックでＬＶＥＦを選択すると、ＬＶＥＦが受信シーケンス１１０
に基づき測定される。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、ステップ３３０及び３４０が省略され、測定のサブセットの
少なくとも１つの測定が選択され、超音波撮像シーケンスのビューに自律的に適用される
。例えば、サイトポリシー又はユーザビリティ統計に基づき、ＰＬＡＸ内のＬＶＥＦなど
、測定がビュー内で自律的に指定される。自律的な測定は、バイナリ値を持つ別のデータ
要素を使用するなどして、ルックアップテーブルにおいて示されることができる。自律的
測定は、受信されるときなどに、受信されたシーケンス１１０を表示する前に、受信され
たシーケンス１１０に適用される。
【００３８】
　上記は、コンピュータ可読命令を用いて実現され、コンピュータ可読記憶媒体において
エンコード又は埋め込まれることができる。これは、コンピュータプロセッサにより実行
されるとき、プロセッサに上記のステップを実行させる。追加的に又は代替的に、コンピ
ュータ可読命令の少なくとも１つは、信号、搬送波又は他の一時的媒体により搬送される
。
【００３９】
　本発明が、好ましい実施形態を参照して説明されてきた。上記の詳細な説明を読み及び
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理解すると、第三者は、修正及び変更を思いつくことができる。本発明は、修正及び変更
が添付の特許請求の範囲又はその均等の範囲内に入る限り、斯かる修正及び変更の全てを
含むものとして構成されることが意図される。単語「有する」は他の要素又はステップを
除外するものではなく、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は複数性を除外するものではない。

【図１】 【図２】
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